





























































では、平成以前に小粒品種の ‘ デラウェア ’ が
最も多く栽培され、1994年に ‘ 巨峰 ’ の栽培面
積が ‘ デラウェア ’ を抜いた。‘ 巨峰 ’ とは、大
井上康が 1937年より ‘ 石原早生 ’（V. vinifera × 
V. labrusca）とセンテニアル（V. vinifera）を交
配させて作出した日本原産の 4倍体大粒品種で
ある。また、平成に入ってから ‘ ピオーネ ’ の
栽培も急速に拡大されている。現在日本の生食
用に栽培されている大粒品種、‘ ピオーネ ’、‘ 安
芸クイーン ’、‘ 藤稔 ’ などは殆ど全て ‘ 巨峰 ’ の
後代である。
‘ ルビーロマン ’ は石川県農林総合研究セン
ター砂丘地農業研究センターで ‘ 藤稔 ’ の種か
ら選抜された赤色系ブドウである。粒が日本最







ア ’ が植栽され、その他に黒色系の ‘ ピオーネ ’
と白色系の ‘ ハニービーナス ’ も栽培されてい




峰 ’、‘ 藤稔 ’、赤色系の ‘ 安芸クイーン ’、‘ サニー

















図２．温度制御型温室で ‘ ルビーロマン ’ の栽培
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出荷基準は8,9(5段階では3,4)
図３．4 倍体台木による ‘ ルビーロマン ’ の着色向上
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